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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二つの受け部材を備え、前記各受け部材は当接辺を有する受けユニットと、
　前記受けユニットの二つの前記受け部材と結合する支持機構と、
前記支持機構と結合し、前記受けユニットを支持する足継ぎユニットと、を備え、
前記支持機構は、前記受けユニットの下面に取り付けられている保持台を有し、前記保持
台は、二つの前記受け部材の下面にそれぞれ結合されている二つの結合片と、
二つの前記結合片の間に介在し、二つの前記結合片に枢着されている保持片と、を備える
支持枠と、
　を含む支持装置であって、
　前記支持装置が展開位置に位置するときには、二つの前記受け部材の前記当接辺が互い
に当接し、前記支持機構の前記保持片は、二つの前記受け部材の前記当接辺を跨って下方
から支持し、前記支持装置が折畳み位置に位置するときには、二つの前記受け部材がぶら
下がってそれぞれ前記支持枠の両側に位置する支持装置であり、
　前記支持機構は、その上端が前記保持台に結合されている中心リンクを有し、前記足継
ぎユニットは、前記中心リンクに枢着されている二つの足継ぎを有し、前記各足継ぎは、
展開位置に位置しているときに二つの前記受け部材の下面に当接する二つの立設ロッドと
、これらの前記立設ロッドを連接する少なくとも一つの横連接ロッドと、を有し、前記横
連接ロッドは、前記中心リンクに回動可能に嵌め設けられている回転ブッシュと、これら
の前記立設ロッド及び前記回転ブッシュと連接する二つのサイド延長段と、を有し、これ
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らの前記足継ぎの前記各立設ロッドは、外スリーブと、前記外スリーブと嵌合する内スリ
ーブと、前記外スリーブと前記内スリーブの全長を固定する定位部材と、を有し、前記受
けユニットは、更に、これらの前記受け部材に枢着されている二つの旋回連接部材を含み
、二つの前記旋回連接部材は、前記支持機構と同じ直線に位置し、それぞれ前記支持機構
の両側に位置することを特徴とする支持装置。
【請求項２】
　前記足継ぎユニットは、前記支持機構に枢着されている二つの足継ぎを有し、前記各足
継ぎは、展開位置に位置しているときに、これらの前記受け部材の下面に当接する二つの
立設ロッドを有し、前記支持装置は、更に、展開定位機構を含み、前記展開定位機構は、
これらの前記受け部材の下面にそれぞれ組み付けられている複数の定位台を含み、前記各
定位台は、これらの前記立設ロッドのうちの一つと係合可能な定位溝を有し、前記支持枠
の前記各足継ぎの前記各立設ロッドは、上端に位置する係合凸縁を有し、これらの前記定
位台は、前記定位溝を設けるための溝成形部と、前記溝成形部と連接し、これらの前記立
設ロッドの前記係合凸縁を前記定位溝へガイドするガイド部と、を有することを特徴とす
る、請求項１に記載の支持装置。
【請求項３】
　前記支持機構には、前記足継ぎの旋回を防止するための展開支持台が取り付けられてお
り、前記展開支持台は、前記中心リンクに枢着されており、これらの前記足継ぎのこれら
の前記横連接ロッドを保持する止め板と、前記中心リンクと係合可能な係り溝と、を含む
ことを特徴とする、請求項２に記載の支持装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、支持装置に関し、特に、折畳み可能な支持装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　図１及び図２を参照する。図１は従来の折畳み可能な支持装置を示す斜視図であり、図
２は図１の支持装置を折畳んだ状態を示す図である。従来の折畳み可能な支持装置は、足
継ぎユニット１１と、旋回機構１２と、旋回機構１２の上面に固定されているプレート１
３と、を含む。足継ぎユニット１１は、回転中心を中心として展開し、又は折畳むことが
可能な二つの足継ぎ１１０を含む。足継ぎ１１０は、二本の立設ロッド１１１と、二本の
立設ロッド１１１を連接する横連接ロッド１１２と、を有する。旋回機構１２は、これら
の足継ぎ１１０の回転中心に取り付けられている台座１２１と、プレート１３の下面に結
合されている旋回台１２２と、台座１２１及び旋回台１２２に枢着されている支軸１２３
と、を含む。
【０００３】
　支持装置１は、図１に示すように、展開位置に位置しているときに、足継ぎ１１０の立
設ロッド１１１の上端がプレート１３の下面に当接する。なお、支持装置１は、図２に示
すように、展開位置から折畳み位置に変更したい場合には、まず、足継ぎ１１０のうちの
一つを旋回することにより、足継ぎ１１０の立設ロッド１１１を互いに当接して、プレー
ト１３を旋回すると、プレート１３と旋回台１２２が支軸１２３を中心として旋回して、
プレート１３が足継ぎ１１０の側辺に位置する。このとき、支持装置１は折畳み位置に位
置する。しかし、足継ぎユニット１１と旋回機構１２の組合により、折畳んだ体積を縮小
できるが、プレート１３を折畳むことができないため、全体の体積を縮小するという効果
は良くない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
本発明の主な目的は、重量を受け可能な強度が十分であり、全体の折畳んだ体積を更に縮
小できる支持装置を提供することにある。　
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【課題を解決するための手段】
【０００５】
本発明の支持装置によると、二つの受け部材を備え、各受け部材は当接辺を有する受けユ
ニットと、
受けユニットの二つの受け部材と結合する支持機構と、支持機構と結合し、受けユニット
を支持する足継ぎユニットと、を備え、支持機構は、受けユニットの下面に取り付けられ
ている保持台を有し、保持台は、二つの受け部材の下面にそれぞれ結合されている二つの
結合片と、二つの結合片の間に介在し、二つの結合片に枢着されている保持片と、を備え
る支持枠と、
を含む支持装置において、
支持装置が展開位置に位置するときには、二つの受け部材の当接辺が互いに当接し、支持
機構の保持片は、二つの受け部材の当接辺を跨って下方から支持し、支持装置が折畳み位
置に位置するときには、二つの受け部材がぶら下がってそれぞれ支持枠の両側に位置する
ことを特徴とする。
【０００６】
本発明の支持装置によると、支持機構は、その上端が保持台に結合されている中心リンク
を有し、足継ぎユニットは、中心リンクに枢着されている二つの足継ぎを有し、各足継ぎ
は、展開位置に位置しているときに二つの受け部材の下面に当接する二つの立設ロッドと
、これらの立設ロッドを連接する少なくとも一つの横連接ロッドと、を有し、横連接ロッ
ドは、中心リンクに回動可能に嵌め設けられている回転ブッシュと、これらの立設ロッド
及び回転ブッシュと連接する二つのサイド延長段と、を有し、これらの足継ぎの各立設ロ
ッドは、外スリーブと、外スリーブと嵌合する内スリーブと、外スリーブと内スリーブの
全長を固定する定位部材と、を有し、受けユニットは、更に、これらの受け部材に枢着さ
れている二つの旋回連接部材を含み、二つの旋回連接部材は、支持機構と同じ直線に位置
し、それぞれ支持機構の両側に位置することを特徴とする。
【０００７】
本発明の支持装置によると、足継ぎユニットは、支持機構に枢着されている二つの足継ぎ
を有し、各足継ぎは、展開位置に位置しているときに、これらの受け部材の下面に当接す
る二つの立設ロッドを有し、支持装置は、更に、展開定位機構を含み、展開定位機構は、
これらの受け部材の下面にそれぞれ組み付けられている複数の定位台を含み、各定位台は
、これらの立設ロッドのうちの一つと係合可能な定位溝を有し、支持枠の各足継ぎの各立
設ロッドは、上端に位置する係合凸縁を有し、これらの定位台は、定位溝を設けるための
溝成形部と、溝成形部と連接し、これらの立設ロッドの係合凸縁を定位溝へガイドするガ
イド部と、を有することを特徴とする。
【０００８】
本発明の支持装置によると、支持機構には、足継ぎの旋回を防止するための展開支持台が
取り付けられており、展開支持台は、中心リンクに枢着されており、これらの足継ぎのこ
れらの横連接ロッドを保持する止め板と、中心リンクと係合可能な係り溝と、を含むこと
を特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
本発明の折畳み可能な支持装置によれば、重量を受け可能な強度が十分であり、全体の折
畳んだ体積を更に縮小できるという効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】従来の折畳み可能な支持装置を示す斜視図である。
【図２】図１の支持装置を折畳んだ状態を示す図である。
【図３】本発明の一実施例を示す分解斜視図である。
【図４】本発明の一実施例の組合済み状態を示す下面図である。
【図５】本発明の支持機構と展開支持台との一部を示す斜視図である。
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【図６】本発明の足継ぎユニットと定位台を示す分解斜視図である。
【図７】本発明の一実施例の組合済み状態を示す断面図である。
【図８】図４におけるＶＩＩＩ-ＶＩＩＩ線の断面図である。
【図９】本発明の展開支持台と支持機構の係合状態を示す図である。
【図１０】図４の折畳んだ状態を示す下面図である。
【図１１】図７の折畳んだ状態を示す側面図である。
【図１２】本発明の別の実施例を示す分解斜視図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
【００１２】
（実施例１）
図３から図５を参照する。図３は本発明の一実施例を示す分解斜視図であり、図４は本発
明の一実施例の組合済み状態を示す下面図であり、図５は本発明の支持機構と展開支持台
との一部を示す斜視図である。本実施例の支持装置は、一般的なテーブル、椅子やフレー
ムなどの家具、演壇などの品物を支持するためのもの、又は人体の重量を受けるためのも
のに適用することが可能である。本実施例の支持装置は、展開位置、又は折畳み位置に位
置することが可能である。本実施例の支持装置は、受けユニット３と、受けユニット３を
支持する支持枠２と、受けユニット３の下面に取り付けられており、支持枠２の展開を固
定する展開定位機構４と、支持枠２に取り付けられており、支持枠２の不意の折畳みを防
止するための展開支持台５と、を含む。
【００１３】
　受けユニット３は、エッジを互いに当接し、又はそれぞれぶら下がり可能な二つの受け
部材３１と、二つの受け部材３１を跨るように、二つの受け部材３１に旋回可能に結合さ
れている旋回連接部材３２と、を含む。受け部材３１は、その形態が特に限定されなく、
例えば本実施例でのストリップでもよく、金属の枠を有する布でもよい。各受け部材３１
は、それぞれ寄り辺３１１を有する。
【００１４】
　受けユニット３の下面に当接する支持枠２は、受けユニット３の幾何中心の下面に取り
付けられている支持機構２１と、旋回可能であり、支持機構２１に結合されている足継ぎ
ユニット２２と、を含む。足継ぎユニット２２は二つの足継ぎ２２０を有する。支持機構
２１と旋回連接部材３２は、同じ直線に位置し、これらの受け部材３１を跨る。支持機構
２１は、これらの旋回連接部材３２の間に介在し、立設する中心リンク２１１と、中心リ
ンク２１１の上方に取り付けられている保持台２１２と、を有する。中心リンク２１１と
保持台２１２は、例えば螺子やリベットなどの固定部材によって結合し、又は溶接などの
方法によって一体連接する。すなわち、中心リンク２１１と保持台２１２は、強固に結合
することが可能であれば、その結合方式がこれらに限定されない。保持台２１２は、Ｌ字
形を呈し、複数の固定部材によって受け部材３１の下面にそれぞれ結合されている二つの
結合片２１３と、これらの結合片２１３の間に位置し、Ｕ字形を呈する保持片２１４と、
これらの結合片２１３を保持片２１４にそれぞれ旋回可能に連結する二本の第１枢着軸２
１５と、を有する。本実施例の支持装置が展開位置に位置しているときには、各結合片２
１３が水平なシート結合壁２１６を有し、保持片２１４が、シート結合壁２１６の間に位
置し、その高さがシート結合壁２１６と同じである支持壁２１７を有する。
【００１５】
　各足継ぎ２２０は、展開位置に位置しているときに二つの受け部材３１の下面に当接す
る二つの立設ロッド２２１と、これらの立設ロッド２２１を連接し、中心リンク２１１に
枢着されている二つの横連接ロッド２２２と、を有する。なお、各足継ぎ２２０は、一つ
の横連接ロッド２２２を有すると、二つの立設ロッド２２１を連接するという目的を達成
することが可能であるため、横連接ロッド２２２が一つあってもよい。各立設ロッド２２
１は、定位穴２２３を有し立設な外スリーブ２２４と、外スリーブ２２４に挿入されて外
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スリーブ２２４との全長を調整可能な内スリーブ２２５と、内スリーブ２２５に取り付け
られており、外スリーブ２２４の定位穴２２３と係止可能な定位部材２２７と、を有する
。各横連接ロッド２２２は、中心リンク２１１に枢着されている回転ブッシュ２２８と、
立設ロッド２２１の外スリーブ２２４と回転ブッシュ２２８の間にそれぞれ設けられてい
るサイド延長段２２９と、を有する。
【００１６】
　図４から図６を参照する。本実施例の展開定位機構４は、受け部材３１の下面にそれぞ
れ取り付けられている四つの定位台４０を含む。各定位台４０は、溝成形部４１と、溝成
形部４１と一体連接するガイド部４２と、を有する。溝成形部４１は、受け部材３１のう
ちの一つの下面に結合されているベース壁４１１と、ベース壁４１１から下方へ突出して
Ｕ字形を呈する溝側壁４１２と、溝側壁４１２の底縁から水平に延びる溝底壁４１３と、
溝側壁４１２と溝底壁４１３を組合わせて構成される定位溝４１４と、を有する。定位溝
４１４は、ガイド部４２に向く開口４１５を有する。定位溝４１４は、その高さ及び幅が
これらの足継ぎ２２０の係合凸縁２２７に合うことが可能である。ガイド部４２は、下方
に向く、定位溝４１４に近接する側から、定位溝４１４から遠ざかった側へ徐々に上方へ
傾斜するガイド斜面４２１を有する。
【００１７】
　本実施例の展開支持台５は、第２枢着軸５０により、支持枠２の中心リンク２１１に枢
着されている。展開支持台５は、これらの足継ぎ２２０の横連接ロッド２２２の間に位置
して横連接ロッド２２２を止め可能な止め板５１と、止め板５１と連接して係り溝５３を
規定する係合壁５４と、を含む。係り溝５３の内径は、中心リンク２１１の直径とほぼ同
じである。
【００１８】
　図４、図７から図９を参照する。本実施例の支持装置が図７に示した展開位置に位置し
ているときには、これらの足継ぎ２２０の各立設ロッド２２１の係合凸縁２２７が、これ
らの定位台４０のガイド斜面４２１に沿って定位溝４１４に入り、なお、支持機構２１の
結合片２１３が受けユニット３の受け部材３１の下面にそれぞれ結合されており、支持機
構２１の保持片２１４の支持壁２１７が、受け部材３１の寄り辺３１１を跨って、受け部
材３１の下面に組み付けられている旋回連接部材３２と共に二つの受け部材３１の当接部
位を支持する。このため、本実施例の支持装置が展開位置に位置しているときには、受け
部材３１が支持機構２１と足継ぎ２２０の各立設ロッド２２１とに安定的に支持され、そ
して足継ぎ２２０の不意の折畳みを防止するために、第２枢着軸５０を中心として、展開
支持台５を上方に旋回する。すなわち、中心リンク２１１が展開支持台５の係り溝５３と
係合するときに、展開支持台５の止め板５１がこれらの足継ぎ２２０のそれに対応するサ
イド延長段２２９の間に位置する。このように、足継ぎ２２０の不意の旋回を防止するこ
とが可能である。一方、図３に示すように、必要によって立設ロッド２２１の長さを調整
することが可能である。
【００１９】
　図８から図１１を参照する。本実施例の支持装置を図１１に示した折畳み位置に位置し
たいときには、まず、展開支持台５と足継ぎユニット２２の係合を解除して、中心リンク
２１１を中心として足継ぎ２２０を旋回して、足継ぎ２２０の立設ロッド２２１の係合凸
縁２２７が定位台４０の定位溝４１４から離脱して互いに当接する。足継ぎ２２０を折畳
んだ後、二つの受け部材３１をぶら下がって支持枠２の両側にそれぞれ位置することが可
能である。これにより、本実施例の支持装置が折畳み位置に位置する。
【００２０】
（実施例２）
図１２を参照する。図１２は本発明の実施例２を示す分解斜視図である。本実施例の実施
例１と相違する点は、各足継ぎ２２０は、展開時に受け部材３１の下面に当接する二つの
立設ロッド２２１と、立設ロッド２２１と中心リンク２１１を枢着する横連接ロッド２２
２と、を有することにある。本発明の横連接ロッド２２２の数量は、実施例１に説明した
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ように二つあってもよく、実施例２に説明したように一つあってもよく、もちろん、それ
以外の数量を有してもよい。
【００２１】
　本発明の支持装置が展開位置に位置しているときには、足継ぎ２２０の立設ロッド２２
１が受け部材３１の下面に当接して受け部材３１を支持すると同時に、支持機構２１の保
持片２１４が受け部材３１の寄り辺３１１を跨って支持し、受け部材３１が旋回連接部材
３２によって結合し、受け部材３１の寄り辺３１１が保持片２１４に支持されるため、受
け部材３１を折畳むことが可能であっても、重量を受け可能な強度が降下しない。そして
本発明の支持装置を折畳むことが可能であるため、全体の折畳んだ体積を更に縮小できる
。
【００２２】
このように、本発明の特定の例を参照して説明したが、それらの例は、説明のためだけの
ものであり、本発明を限定するものではなく、この分野に通常の知識を有する者には、本
発明の要旨および特許請求の範囲を逸脱することなく、ここで開示された実施例に変更、
追加、または、削除を施してもよいことがわかる。
【産業上の利用可能性】
【００２３】
本発明は、支持装置に適用することができる。
【符号の説明】
【００２４】
２　支持枠
３　受けユニット
４　展開定位機構
５　展開支持台
２１　支持機構
２２　足継ぎユニット
３１　受け部材
３２　旋回連接部材
４０　定位台
４１　溝成形部
４２　ガイド部
５０　第２枢着軸
５１　止め板
５３　係り溝
５４　係合壁
２１１　中心リンク
２１２　保持台
２１３　結合片
２１４　保持片
２１５　第１枢着軸
２１６　シート結合壁
２１７　支持壁
２２０　足継ぎ
２２１　立設ロッド
２２２　横連接ロッド
２２３　定位穴
２２４　外スリーブ
２２５　内スリーブ
２２６　定位部材
２２７　係合凸縁
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２２８　回転ブッシュ
２２９　サイド延長段
３１１　寄り辺
４１１　ベース壁
４１２　溝側壁
４１３　溝底壁
４１４　定位溝
４１５　開口
４２１　ガイド斜面

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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